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１日１日を大切に  

少しずつ、暖かく感じる日が増えてきました。今年度も残り１か月になり、「つなぐ」ことを意識した活

動が多くなってきました。委員会活動や清掃活動など、上級生の見守りのもと下級生へ引き継いでいます。   

２月２２日（木）には、「６年生を送る会」を行いました。５年生が中心となり、計画、準備、当日の運

営を行いました。全校を動かす活動を初めて任され、自分たちだけでやり遂げたことが大きな自信になっ

たと思います。６年生に楽しんでもらえるようにと、下級生も一緒になって会を盛り上げました。6年生

にとって、思い出に残る会になったことと思います。 

 今の学年で過ごす日数が少なくなってきました。私たち職員も、子供たちに寄り添い、1日1日を大切

にして残りの日々を過ごしていきたいと思います。 

「あゆっ子いきいき発表会」ありがとうございました  

２月３日（土）に開催した「あゆっ子いきいき発表会」には、御来賓、保護者の皆様に多数御参観いた

だき、ありがとうございました。 

今年は、本校創立１５０周年を記念して「ふるさと」をテーマに、それぞれの学年が「ふるさと」に関

わって学んだこと（学校を探検したり、地域に出かけて見たり聞いたりしたこと、地域の方に教えていた

だいたり調べたりしたこと、一緒に活動して学んだことなど）を一つのストーリーにして発表しました。

6年生が、全体の流れを考え、そこに、各学年が趣向を凝らし、見ている人が楽しめるとともに発表した

ことが伝わるように、工夫して発表していました。各学年の入れ替わりの部分も、途切れることなく間を

つなぎ、全体としてのバランスがとれた発表となっていました。子供たちの発表を見ていて、下阿多古の

幼稚園も小学校も、みんな仲が良く、地域の自然の恵みを受け、地域の方々にお世話になり、見守られて

生活していることをあらためて感じました。全校で歌った「ふるさと」の歌声は、心に染み入るものでし

た。これからも、「ふるさとを愛する子」の思いを大切にしていきたいと思いました。 

 

                     

    

学校教育目標「夢に向かい 共に学び 行動する子」№15 

 

 

 


